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自分のお店で楽しんでもらえたこと

もうれしいことですし、他の友達から掛

けてもらった言葉が次の雪遊びへのエ

ネルギーとなります。

たっぷり遊んだ後に活動を振り返り

カードにかくと、一人一人の気持ちや次

への意欲を知ることができます。
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友達と体を使って遊ぶことは、

子どもの数が昔に比べて少ない

現代では大切な経験です。

尻滑りで友達とつながって滑

ると思わず歓声が上がります。

雪がくっつくと大きくなるこ

とに驚いています。

前に雪遊びした時と気温、雪質

などを比較するような言葉掛け

をすると、より気付きを引き出す

ことができます。 到に 一 一 一一 一

あるあるNG1

雪像づくりをする際、スコップやそり、バケツなどを教師が「持っておい

で｡｣、あるいは「持ってきていいよ｡」と事前に言っていないでしょうか。

教師は、これから行う活動を予想して、何が必要か分かっています。です

から、ついつい先に指示してしまったり、持ってくる物を伝えてしまったり

しがちです。実際に一度活動し、子どもたちから「○○を使いたい｡」「△△

を持ってきてよいですか？」と言われてからでも遅くはありません。
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